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平成２９年度第６回 熊野町農業委員会 

1. 開催日時   平成２９年７月２０日（水）午前１０時 

2. 開催場所   役場３階 ３０３会議室 

3. 出席委員（１０人） 

     委員               1 番 小田原勝好 

委員         2 番 中須 岩登 

委員          3 番 岩井 治子 

委員          4 番 橋川 勝則 

委員          5 番 菅尾 寛治 

委員         6 番 立花 宏保 

委員          7 番 伊藤 亮造 

委員          8 番 庄賀 深雪 

会長職務代理者     9 番 原  恭博 

会長         10 番 中村 家隆 

 

 4．欠席委員          なし  

 

5．議事録署名委員（2人） 

委員          1 番 小田原勝好 

委員         2 番 中須 岩登 

 

 

6．農業委員会事務局職員 

    事務局長              穂坂 俊彦 

 農業委員会 主査         諏訪本 壮太 

  



 

会議の概要 

議長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議場 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

ただいまの出席委員は１０名です。熊野町農業委員会会議規則第６条

の規定による定数に達していますので、この総会は成立していることを

ご報告いたします。 

それでは議事日程に従って審議に入ります。事務局より議事日程を朗

読させます。 

 

議事日程 朗読 

 

（中  略） 

 
それでは、引き続き議事を進めます。会議規則第１３条の規定によっ

て議事録署名者２名の指名を行います。 

１番 小田原委員と２番中須委員を指名します。 

次に、日程第４、「熊野町農地利用最適化推進委員の委嘱について」

を議題とします。 

ここでお諮りします。ただ今の日程第４議案第１２号から日程第６議

案第１４号までを一括で審議したいと思いますが、ご異議はありません

か。 

 

            （全員：異議なし） 

 

異議なしと認めます。よって、議案第１２号から 議案第１４号まで

を一括議題とします。 

事務局より説明させます。 

 

議案第１２号から議案第１４号までの「農地利用最適化推進委員の委

嘱について」につきまして、ご説明させて頂きます。 

まず、先日、郵送で４名の方を農地利用最適化推進委員に委嘱する旨

の議案を作成し、お送りしていたのですが、昨日の午後になって、１名



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の方が辞退したい旨の申し出をされました。このため、議案を急きょ差

し替えさせて頂きました。 

４名だったところを３名とさせていただいておりますが、この農地利

用最適化推進委員の定数については、法第１８条第２項及び施行令第８

条の規定により、１００ｈａにつき１名を定めるようになっており、昨

年度末の本町の農地面積は概ね３３８ｈａ程度で端数については切り

上げるため、４名が定数となり、本町の条例でも定員を４名と定め、町

内を４つの地域に分けまして、募集を行ったところでございます。 

農地利用最適化推進委員の主な役割としては、委員会の審議に関連し

た現地調査や農家との相談の対応などになります。農業委員さんと比較

した場合の位置づけとしては、より農家に身近な存在として活躍して頂

くこととなります。 

応募については、第１回目として、４月３日から５月１日までの２８

日間の期間で、自治会を通じてまわす回覧板、熊野町ホームページ、役

場、各公民館などへ募集要項を配布したところ、第２地区と第３地区で

各１名の応募がございました。ただし、第３地区は農業委員会と農地利

用最適化推進委員を兼ねる応募でございました。その他の地区では応募

が無かったため、応募の無かった第１，第４地区と第３地区もさらに５

月９日から５月１７日までの期間中、さきほどと同様の方法で再募集を

実施しましたが、どなたからも応募はありませんでした。 

その後、農業委員会委員候補者の評価委員会が開催され、その評価結

果等を受けて第３地区で両方の応募をされていた方は農地利用最適化

推進委員の方にまわって頂くような形となり、第２と第３地区はこれで

締め切りました。 

しかし、第１、第４地区は依然として、応募が無い状態であったため、

再々募集という６月１日から６月８日まで再々募集を実施したところ、

いずれもの地区で応募があったため、一旦、その４名を候補者として定

め、議案として取りまとめ、お送りしていたのですが、繰り返しになり

ますが、昨日になって、１名の方が辞退したい旨の申し出をされ、応募

の取り下げ書を提出されたため、議案を急きょ差し替えとし、４名では

なく、３名として、このたびの議案提出に至った次第でございます。 
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議長 

 

 

 

議場 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

議場 

 

議長 

 

３名の方につきましては、農業に関する識見を有しておられ、農地等

の利用の最適化の推進に関する事項その他の事項に関しその職務を適

切に行うための適任者として考えております。 

それから、欠員となっております第２地区、これは中溝・出来庭・平谷・

貴船・柿迫になりますけども、この地区の農地利用最適化推進委員につきまして

は、今後、速やかに１名を追加募集してまいります。 

ご審議の上、ご承認くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

ありがとうございました。当案件について、何か 質問はありません

か。 

 

（全員：質問なし） 

 

特にありませんかね。質問が無いようですので、お諮りします。 

議案第１２号「熊野町農地利用最適化推進委員の委嘱について」ご異

議はありませんか。 

 

（全員：異議なし） 

 

異議なしと認めます。 

よって、議案第１２号「熊野町農地利用最適化推進委員の委嘱につい

て」は、原案どおり承認することに決定しました。 

 

お諮りします。 

議案第１３号「熊野町農地利用最適化推進委員の委嘱について」ご異

議はありませんか。 

 

（全員：異議なし） 

 

異議なしと認めます。 

よって、議案第１３号「熊野町農地利用最適化推進委員の委嘱につい



 

 

議長 

 

 

 

議場 

 

議長 
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て」は、原案どおり承認することに決定しました。 

 

続いてお諮りします。 

議案第１４号「熊野町農地利用最適化推進委員の委嘱について」ご異

議はありませんか。 

 

（全員：異議なし） 

 

異議なしと認めます。 

よって、議案第１４号「熊野町農地利用最適化推進委員の委嘱につい

て」は、原案どおり承認することに決定しました。 

そのほか、何かございませんか。 

 

いいですか。ちょっともういっぺん教えてください。農地利用最適化

推進委員ですよね、３名の方が書いてあるんですが、農地利用最適化推

進委員とここに書いてあるんですが、非常に抽象的な感じですが、具体

的にはどういうような仕事をするんですか。 

 

先ほども説明しましたとおり、農業委員会が改選されて、農業委員さ

んと農地利用最適化推進委員さんの要は２本の柱で農業委員会をやっ

ていこうというところで、農業委員会、この場については、合議によっ

て意思決定を主に行うというのが役割となります。農地利用最適化推進

委員さんについては、農地利用の最適化ということで農地の集積化であ

りますとか、ようは今でしたら点でバラバラの土地を大きな農業者さん

がひとまとめにして、農地を利用して頂いくなど、その農地に見合った

農地利用というのを推進していくためのものだったり、農家の皆様から

ご相談を受けて中間管理機構でありますとか、そういうところを通じて

それこそ熊野町の農地をより使いやすくさらに発展させていこうとす

るのが委員さんの役割であります。 

そういったところで先ほども申したんですが、いままで農業委員さん

にお願いしていた毎年一回の農地利用調査は農地利用最適化推進委員



 

 

○○委員 

 

議場 
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さんの方が主になってご活躍頂きたいといったところでございます。 

 

それと前に農地貯金というのがあったろう。 

 

（その他多数の者から発言あり。） 

 

要するに中間管理機構へ預けるいうことよ。 

 

平成２６年度から県に一つ、農地中間管理機構というのが出来まし

て、そちらで農地を貸したい人、借りたい人をマッチングして農地の集

積を図っていきましょうというところがあるわけですよ。 

 

それは今は活用されてない。中間管理機構いうのは入ってきてない

ん。 

 

この申し出がですね、なかなか農地中間管理機構としてもですね、や

はり利用できるといいますか、それこそ大きい農道に面しているとかト

ラクターを入れるのに右往左往するようなところではなかなか借りら

れないので、そこがネックでもありますし、逆に受け手の方も農業をや

ってみようというのが今、難しい状況です。 

 

それもじゃが、一番大切なことは今、○○○○○さんに貸しておる土

地の状況よね。あれを見たら、次に中間管理機構へ貸そうかという気に

なれん。やっぱり、今まで頑張って耕作してきてね、きれいにしてくれ

よったのが、今は山になっており、わしらの背の高さくらいになってお

るわけですよ。 

 

（その他多数の者から発言あり。） 

 

今、○○委員さんがおっしゃられるのは、この農地中間管理機構を使

って熊野町で○○○○○さんというところが借りられてですね、耕作は
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議場 
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○○委員 

 

していたんですけども、今、なかなか手がちょっと回らない状況で貸し

た方もですね、どうかなと思っているところがあって、○○さんが言わ

れるのは、ものを見たら、今度、中間管理機構に貸してもこんな状態に

なるんだったら、じゃあ止めとこうかという形になるので、そこをまず

考えていかないといけないねということです。そういったところが大き

な課題です。 

また、農業委員さんの皆さんのお知恵を頂きながら一歩でも解決に向

けて進めていくことが出来たらと思っております。 

 

そういうことになるよのう。 

 

あれは１０年だったかいのう。 

 

（その他多数の者から発言あり。） 

 

いいですか。私のところは２千㎡くらいあるんですが、作ってないん

です。ＪＡさんに作ってもらっていますが、年々、減っていますね。 

 

それは畑ですか。 

 

畑です。荒らしとったら迷惑かけるし、イノシシも出てきますが減っ

ていますね。 

 

作れんようになりよるんよ。作りたいいう意識はあっても。 

 

（その他多数の者から発言あり。） 

 

今の農地利用最適化推進委員の関係の分はいいですか。 

 

じゃけ、たちまち３人で行って、役場が公募するけえ、我々は口を出

すなということかい。ええ人がおったら紹介していうこと。 
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また、応募をかけますので。 

 

こういうことは最初が肝心じゃけえの。誰かおったら、中溝、出来庭、

平谷、貴船、柿迫。 

 

これは公募を行いますので、そこで適当な方がいらっしゃれば応募し

て頂くということになります。 

 

応募も出来るわけ。 

 

応募も推薦もすることが出来ます。 

 

 

（事務局：事務連絡） 

 

次回 農業委員会は８月２１日（月）午前９時から開催予定です。 

議案については８月１４日以降に事務局より配布予定です。 

以上をもちまして、平成２９年度 第６回 熊野町農業委員会総会を

閉会します。 

 

 

 


